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～
令
和
二
年
七
月
喜
び
ご
と
悲
し
み
ご
と
～

京
都
は
北
山
の
裾
野
の
八
瀬
に
て
、
貴
素
の
会
、

千
葉
は
九
十
九
里
近
く
東
金
に
て
は
、
夕
ざ
り
の

茶
事
二
日
、
朝
茶
一
日
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

連
続
二
百
人
越
え
の
最
中
で
の
再
開
に
ご
ざ
い
ま

す
。自

粛
の
念
を
心
深
く
に
痛
み
分
け
合
う
こ
こ
ち

に
て
、
参
加
者
の
皆
様
と
共
に
、
一
人
一
人
が
し

っ
か
り
と
し
た
責
任
の
上
に
立
っ
て
の
一
会
一
会

に
て
、
誠
に
誠
に
お
人
も
時
間
も
刻
一
刻
、
い
と

お
し
さ
と
厳
し
さ
の
上
に
あ
っ
て
の
実
現
に
ご
ざ

い
ま
す
。

祇
園
を
歩
き
ま
し
て
も
、
い
つ
も
は
足
許
の
石

畳
が
見
え
な
い
程
の
込
み
よ
う
で
す
。
令
和
二
年

の
こ
の
夏
は
、
雨
に
濡
れ
た
石
畳
を
一
つ
一
つ
数

え
て
歩
く
ほ
ど
に
ご
ざ
い
ま
す
。

今
頃
は
コ
ン
コ
ン
チ
キ
チ
キ
と
お
囃
子
や
ま
ず

宵
山
の
頃
に
ご
ざ
い
ま
す
。
蘇
民
将
来
、
邪
気
・

悪
病
を
払
う
祭
り
な
ら
ば
こ
そ
…
の
無
念
さ
、
石

畳
に
涙
落
つ
る
思
い
、
京
び
と
な
ら
ず
と
も
口
惜

し
い
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。

厳
し
い
世
情
だ
か
ら
こ
そ
、
智
恵
と
工
夫
を
結

集
し
て
臨
み
た
い
…
と
の
思
い
か
ら
、
拙
庵
で
は

再
ス
タ
ー
ト
を
決
断
い
た
し
ま
し
た
。

消
毒
、
マ
ス
ク
は
当
然
、
雨
天
で
も
可
能
な
限

り
窓
の
開
放
、
ク
ー
ラ
ー
も
つ
け
放
し
、
亭
主
と

客
の
阿
吽
の
呼
吸
の
如
く
、
各
自
余
念
無
く
、
自

主
管
理
の
御
協
力
を
頂
い
て
の
働
き
に
ご
ざ
い
ま

す
。ウ

イ
ル
ス
と
い
う
目
に
見
え
な
い
も
の
の
戦
い

に
お
い
て
は
、
一
人
一
人
の
意
識
が
大
切
か
と
存

じ
ま
す
。
油
断
な
く
、
さ
り
な
が
ら
、
一
日
を
積

極
的
に
余
念
無
く
過
ご
す
こ
と
に
尽
き
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
積
極
的
に
過
ご
す
と
い
う
こ
と
は

出
歩
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
心
の
行
動
を
し

っ
か
り
持
ち
続
け
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

京
都
・
千
葉
・
そ
の
他
、
各
講
座
に
お
集
ま
り
頂

く
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
充
分
な
自
主
管
理

の
も
と
、
今
迄
以
上
に
気
を
引
き
締
め
て
御
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
こ
こ
に
紙
面
を
も
ち
ま
し

て
改
め
て
再
度
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

拙
庵
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
時
に

こ
そ
出
来
る
こ
と
を
掬
い
取
っ
て
、
只
々
余
念
な

く
一
日
を
生
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
明
日
へ
の
光
明

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
柄
、
日
本
料
理
研
究
会
に
お
世
話
に
な
り
、

会
長
が
四
代
に
わ
た
り
現
役
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
私
だ
け
か
と
存
じ
ま
す
。

料
亭
文
化
は
、
日
本
文
化
そ
の
も
の
で
す
。
バ

ブ
ル
が
は
じ
け
た
と
き
も
一
流
の
室
礼
を
施
し
た

料
亭
が
次
々
と
つ
ぶ
れ
、
痛
ま
し
い
時
代
が
記
憶

に
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
人
為
的
で
あ

り
、
人
間
さ
ん
が
起
こ
し
た
こ
と
、
そ
れ
な
り
の

リ
ス
ク
と
手
立
て
を
も
っ
て
の
回
復
力
に
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
は
世
界
中
を
震
撼
さ

せ
続
け
て
い
る
中
で
、
私
達
日
本
人
は
小
さ
な
島



国
の
中
で
培
っ
て
き
た
智
恵
と
賢
さ
を
世
界
に
示

す
役
目
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
度
の
九
州
の
災
害
の
よ
う

に
、
日
本
と
い
う
国
は
毎
年
災
害
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
、
だ
か
ら
こ
そ
の
底
力
と
、
共
同
体
と
し

て
助
け
合
っ
て
き
た
民
族
の
血
が
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
て
い
る
は
ず
で
す
。

い
つ
も
口
癖
の
よ
う
に
御
参
加
く
だ
さ
る
皆
様

に
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、
お
一
人
お
一
人
が

主
人
公
で
あ
る
と
、
御
自
分
の
中
の
主
を
し
っ
か

り
と
起
こ
し
て
客
に
な
り
、
亭
主
に
な
り
、
は
た

ま
た
半
東
に
な
り
、
一
会
の
調
え
を
す
る
こ
と
、

こ
の
よ
う
に
、
繰
り
返
し
申
し
上
げ
て
き
た
こ
と

が
、
殊
の
外
、
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま

す
。お

一
人
お
一
人
の
意
識
の
高
さ
に
助
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

皆
様
も
ど
う
ぞ
、
不
要
不
急
な
外
出
は
控
え
な

が
ら
も
、
尊
い
恵
み
の
一
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
精
神
ま
で
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感
染
に
犯
さ
れ

る
こ
と
の
な
き
よ
う
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
の
つ
け
い
る
隙
を
与
え
な
い
一
つ
の

手
立
て
と
し
て
、
深
～
い
呼
吸
で
一
日
を
迎
え
、

夜
ま
た
深
呼
吸
を
心
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
常

に
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
、
深
呼
吸
の
大
切
さ
を

と
も
す
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
も
の
ね
…
。

簡
単
で
案
外
、
免
疫
力
の
手
立
て
に
な
る
よ
う
に

思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
二
～
三
年
特
に
災
害
の
痛
ま
し
さ
は
胸
の

つ
ぶ
れ
る
思
い
に
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
の
九
州

始
め
各
地
の
豪
雨
は
尋
常
で
な
く
、
被
災
に
あ
わ

れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
、
ま
っ
た
く
の
う
ろ
う
ろ

お
ろ
お
ろ
と
し
か
途
方
に
暮
れ
る
中
で
さ
へ
、
悲

し
み
を
越
え
て
力
を
養
っ
て
き
た
民
族
と
し
て
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
は
ず
で
す
。

こ
の
し
な
や
か
さ
を
備
え
た
底
力
の
強
さ
は
お

一
人
お
一
人
の
体
の
中
に
、
精
神
の
中
に
必
ず
貯

え
て
き
て
い
る
は
ず
で
す
。

日
本
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、

豊
か
な
季
節
の
彩
り
と
共
に
育
ん
で
き
た
民
族
、

そ
し
て
そ
の
背
中
合
わ
せ
に
自
然
条
件
の
厳
し
さ

を
も
う
べ
な
い
、
智
慧
を
養
っ
て
き
た
民
族
で
す
。

そ
の
し
な
や
か
で
、
か
つ
、
逞
し
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

今
こ
そ
発
揮
し
な
く
て
は
…
と
、
皆
様
に
呼
び
か

け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
未
来
あ
る
若
い
人
達

に
…
。
私
達
八
十
歳
前
後
の
老
い
人
は
戦
争
を
体

び
と

験
し
、
そ
こ
か
ら
這
い
上
が
り
、
生
き
残
っ
て
き

た
免
疫
力
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
乍
ら
、

只
今
の
若

人
達
は
無
限
の
可
能
性
を
誰
も
が
秘

わ
こ
う
ど

め
て
い
な
が
ら
、
こ
の
コ
ロ
ナ
世
情
に
冒
さ
れ
つ

つ
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
最
も
大
切
な
こ
と
は

老
い
も
若
き
も
精
神
ま
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
に
冒
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

日
頃
か
ら
私
は
よ
く
波
動
と
い
う
言
葉
を
使
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
波
動
は
空
気
伝
染
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
爽
や
か
な
波
動

を
、
元
気
の
気
を
放
つ
一
日
の
過
ご
し
方
を
、
智

慧
と
工
夫
で
乗
り
越
え
た
い
で
す
ね
。

令
和
二
年
と
い
う
年
も
半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。

後
半
の
半
年
、
私
達
一
人
一
人
の
意
識
が
勝
負
ど

こ
ろ
で
す
。

皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
御
留
意
の
上
、
お
健
や
か
な

後
半
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
二
年
七
月
十
八
日

合

掌



教
室
の
予
定

京
都
余
慶
庵
茶
事
教
室
・
柏
・
栃
木
以
外

の
諸
教
室
は
、
八
月
は
お
休
み
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
防
止
の
観
点
か
ら

日
程
、
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
御
了
承
く
だ
さ
い
。

京
都
教
室

（
余
慶
庵
・
八
瀬
の
ま
な
び
や
）

七
月
二
十
九
日
（
水
）
～

八
月
九
日
（
日
）
の
間
在
京
し
ま
す
。

七
月
三
十
日
（
木
）

午
前
九
時
～
正
午

八
瀬
の
ま
な
び
や
（
料
理
・
菓
子
他
）

午
後
一
時
～
午
後
四
時

余
慶
庵
（
水
屋
・
本
席
）

七
月
三
十
一
日
（
金
）

朝
茶
事

八
月
一
日
（
土
）

朝
茶
事

八
月
二
日
（
日
）

朝
茶
事

三
日
間
共

開
始

午
前
五
時

席
入

午
前
六
時

終
了

午
前
九
時

茶
事
教
室
会
費

二
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

二
万
三
千
円
（
年
三
回
以
上
参
加
）

二
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

※
連
日
参
加
者
の
会
費
に
つ
い
て
、

一
日
分
は
正
規
の
会
費
、
他
の
日
は

一
日
五
千
円
の
研
修
費
と
な
り
ま
す
。

○
お
詫
び
と
お
断
り

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
公
演
の
変
更
の

関
係
上
、
勝
手
な
が
ら
朝
茶
の
日
程
を

一
日
繰
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

八
月
三
日
（
月
）

午
後
一
時
半
～
午
後
三
時

講
演

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
前
橋
教
室

八
月
四
日
（
火
）

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

午
前
十
時
～
正
午

講
義

正
午
～
午
後
三
時

会
記
料
理
再
現
食
事
と
一
服

会
費

レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員

三
千
円

※
全
日
通
し
て
こ
の
会
の
み
の
参
加
者

は
、
単
発
会
員
に
準
じ
ま
す
。

単
発
会
員

五
千
円

（
講
義
の
み
の
方
は
三
千
円
）

八
月
五
日
（
水
）

八
瀬
の
ま
な
び
や

し
め
し
灰
作
り

会
費

灰
作
の
み
の
単
発
者

五
千
円

全
日
通
し
の
参
加
者
は
、
三
万

円
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

○
炉
灰
を
お
持
ち
の
方
は
御
持
参
く
だ
さ

い
。
無
い
方
も
参
加
可
能
で
す
。

こ
の
機
会
に
炉
灰
を
持
ち
た
い
方
は
、

事
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
当
庵
出

入
り
の
道
具
商
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。



※
当
日
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
世
情
に
鑑
み
、

自
粛
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
昼
食
は
用
意
が
ご
ざ
い
ま
す
。

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

八
月
二
十
六
日
（
水
）

柏
泉
亭
（
柏
グ
ル
ー
プ
）

八
月
二
十
七
日
（
木
）

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

道
志
村
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
今
夏
道
志
村
の
水
汲
み
小
屋
に
は
、

左
記
の
三
日
間
滞
在
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
喧
噪
を
忘
れ
て
、
日
が
な

一
日
、
道
志
村
の
水
音
を
聴
き
、
ゆ

っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
年
に
一
度
、
水
に
感
謝
す
る
会
で

す
。

八
月
十
九
日
（
水
）

～
二
十
一
日
（
金
）

会
費
（
宿
泊
、
食
事
込
み
）

一
泊
二
日

一
万
円

二
泊
三
日

一
万
五
千
円

長
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

東
金
教
室

長
月
茶
事
（
重
陽
）

九
月
十
三
日
（
日
）

九
月
十
四
日
（
月
）

九
月
十
五
日
（
火
）

会
費

一
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
参
加
で

す
。

○
宿
泊
希
望
者
は
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
七
名
ま
で
一
泊
二
千
円
で
す
。

京
都
教
室

貴
素
の
会
（
午
前
九
時
半
～
午
後
二
時
）

九
月
六
日
（
日
）

九
月
七
日
（
月
）

季
節
の
基
本
料
理

会
費

レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員

一
日
三
千
円
、
二
日
五
千
円

単
発
会
員

一
日
五
千
円
、
二
日
七
千
円

九
月
八
日
（
火
）

八
日
（
火
）
利
休
会
記
と
再
現
料
理

会
費

レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員

三
千
円

※
全
日
通
し
て
こ
の
会
の
み
の
参
加
者

は
、
単
発
会
員
に
準
じ
ま
す
。

単
発
会
員

五
千
円

（
講
義
の
み
の
方
は
三
千
円
）

午
前
十
時

講
義

正
午

再
現
料
理
・
会
食

午
後
三
時

終
了



九
月
九
日
（
水
）
自
由
学
習
及
び

常
備
食
作
り
等

会
費

レ
ギ
ュ
ラ
ー
会
員

二
千
円

単
発
会
員

三
千
円

柏
泉
亭
（
柏
グ
ル
ー
プ
）
利
休
会
記

九
月
二
十
三
日(

第
四
水
曜)

会
費

五
千
円

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

九
月
二
十
四
日(

第
四
木
曜)

会
費

五
千
円

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会(

目
黒
・
羅
漢
寺)

九
月
二
十
六
日
（
第
四
土
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円

湯
河
原
教
室

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

九
月
の
湯
河
原
教
室
は
、
観
光
に
よ
る

道
路
混
雑
を
考
え
、
お
休
み
と
い
た
し

ま
す
。

十
月
の
教
室
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

編
集
子
よ
り
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
二

「
文
化
講
演
会
」
放
送
に
つ
い
て

半
澤
先
生
が
、
八
月
三
日
に

京
都
教
室
を
抜
け
て
、
前
橋
で

「
一
期
一
会
の
お
も
て
な
し
～

季
節
を
楽
し
む
茶
事
～
」

と
い
う
演
題
で
講
演
さ
れ
ま
す

こ
の
内
容
の
一
部
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

講
演
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
う

生
き
抜
く
か
」
に
つ
い
て
も
触
れ

ら
れ
ま
す
が
、
講
演
の
一
部
を
五

十
八
分
に
編
集
し
て
の
放
送
で
す

の
で
、
演
題
の
部
分
の
放
送
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

良
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非
、

御
拝
聴
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
御
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
二
で
す

放
送
日

九
月
六
日
（
日
）

午
後
九
時
～
午
後
十
時

再
放
送

九
月
十
二
日
（
土
）

午
前
六
時
～
午
前
七
時

※
前
橋
の
講
演
の
予
約
は

締
め
切
ら
れ
て
お
り
ま
す
。


